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安曇野市農業委員会だより

　

安
曇
野
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

農
業
委
員
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

７
月
20
日
の
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
に
於
い

て
、
引
き
続
き
安
曇
野
市
第
７
期
農
業
委
員
会

会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
27
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
委
嘱
し
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
関
係

機
関
及
び
地
域
の
農
業
者
と
協
力
し
、
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
曇
野
市
に
お
け
る
農
業
の
現
状
は
、
依
然

と
し
て
担
い
手
不
足
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
増
大
、
さ

ら
に
は
凍
霜
害
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
自
然
災
害
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
課
題
と
直
面
し
て
い
る
状
況
で
す
。

加
え
て
昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
も
受
け
、
農
業
経
営
も
厳
し
い
状
況
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
相
互
が
連
携
し
最
重
要

課
題
で
あ
り
ま
す
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
等
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」

に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、引
き
続
き
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

安
曇
野
市
農
業
委
員
会
第
７
期
会
長
代
理
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
曇
野
市
に
お
け
る
農
業
現
状
は
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
（
69
．２
歳
）
と
後
継
者
不
足
、

こ
れ
に
伴
う
遊
休
農
地
の
増
大
（
23
．５
㏊
）

又
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
拡
大
な
ど
大
変
厳
し

い
状
況
に
有
り
ま
す
。（
数
字
は
市
農
政
課
調

べ
）

　

こ
れ
ら
の
各
課
題
の
内
注
視
す
べ
き
は
、
田

園
産
業
都
市
構
想
を
掲
げ
る
安
曇
野
市
で
農
業

で
生
計
を
立
て
頑
張
ろ
う
と
す
る
新
規
就
農
者

の
存
在
で
す
。
年
間
５
名
前
後
の
経
営
体
で
は

あ
り
ま
す
が
、大
変
貴
重
な
人
材
で
あ
り
ま
す
。

　

独
立
就
農
の
場
合
、
農
地
・
農
業
技
術
・
資

金
・
住
宅
の
４
つ
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
特

に
県
外
か
ら
地
縁
・
血
縁
な
ど
頼
る
者
が
少
な

い
新
規
就
農
者
に
は
、
私
達
農
業
委
員
会
の
助

け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
の
仲
間
、
先
輩
と
し
て
の
視
点
で
、
地

域
農
業
の
人
材
育
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
高

い
所
か
ら
腕
組
み
を
し
て
見
下
ろ
す
の
で
は
な

く
、
温
か
く
見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
地
域
に
根
付
き
安
曇
野
市

の
農
地
・
農
業
を
守
る
若
者
を
育
て
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
は
、
農
業
者
の
み
な
ら

ず
地
域
住
民
皆
様
で
新
規
就
農
者
を
育
て
て
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

役 

員 

挨 

拶

新　農業委員・農地利用　　最適化推進委員の紹介新　農業委員・農地利用　　最適化推進委員の紹介

会　長
中島　完二
（豊科地域）

会長代理

佐原　悦司
（穂高地域）
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安
曇
野
市
農
業
委
員
会
第
７
期
副
会
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
新
た
な
農
業

委
員
会
制
度
に
な
り
２
期
目
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
異

な
る
委
員
体
制
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
、新
規
参
入
の
促
進
や
後
継
者
を
確
保
し
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
協

力
に
よ
り
副
会
長
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
委
員
会
に
お
け
る
濃
密
な
案
件
調
査
や

農
業
振
興
、
農
地
保
全
に
関
わ
る
検
討
な
ど
、

大
い
な
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
農
家
に
寄

り
添
う
委
員
会
を
目
指
し
ま
す
。

新　農業委員・農地利用　　最適化推進委員の紹介新　農業委員・農地利用　　最適化推進委員の紹介

副会長
塚田　善久
（三郷地域）

農業委員（地域長）
長﨑　要

農業委員
丸山　隆也

農業委員
笠原　哲雄

農業委員
渡辺　正幸

推進委員
髙橋　茂

推進委員
降簱　治喜

推進委員
丸山　大樹

推進委員
丸山　弥代

推進委員
水谷　元彥

豊
科
地
域

※推進委員は、農地利用最適化推進委員のことです。
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穂
　
高
　
地
　
域

農業委員（地域長）
平川　邦夫

農業委員
海川　信義

推進委員
曽根原　茂彰

推進委員
山田　稔

農業委員
田口　博之

農業委員
浅川　増行

推進委員
寺島　信夫

農業委員
井口　勝也

推進委員
飯沼　泉

推進委員
畠山　宜尚

農業委員
三枝　守和

推進委員
草間　正光

推進委員
丸山　新悟
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三
　
郷
　
地
　
域

農業委員（地域長）
甕　　信

農業委員
降幡　修二

推進委員
中田　邦彦

農業委員
山田　太一

推進委員
帶刀　佳郎

推進委員
藤岡　歖美夫

農業委員
中村　洋子

推進委員
塚田　勝利

推進委員
三澤　晴男

農業委員
川上　辰昇

推進委員
中島　博幸

推進委員
宮澤　貞仁
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農業委員（地域長）
矢淵　一良

農業委員（地域長）
池上　洋助

推進委員
北林　幹男

推進委員
藤原　秀二

農業委員
上條　弘勝

農業委員
岡山　きみ子

推進委員
齋藤　岳雄

推進委員
堀内　伸一

農業委員
藤原　光弘

農業委員
請地　康仁

推進委員
中谷　昭司

推進委員
山﨑　晃

推進委員
青栁　强

推進委員
大堀　洋幸

堀
金
地
域

明
科
地
域
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安曇野市農業委員会　農業委員・推進委員名簿 農：農業委員
推：農地利用最適化推進委員

氏 　名 ふりがな 担当地区 担当農業委員 役職

豊
科
地
域

農 長﨑　　要 ながさき　かなめ 小瀬幅・大口沢・光 地域長
農 丸山　隆也 まるやま　りゅうや 吉野・成相・新田
農 笠原　哲雄 かさはら　てつお -
農 渡辺　正幸 わたなべ　まさゆき 踏入・重柳
農 中島　完二 なかじま　かんじ 熊倉 会長
推 髙橋　　茂 たかはし　しげる 徳治郎・田沢 長﨑　要
推 降簱　治喜 ふりはた　はるき 真々部 中島完二
推 丸山　大樹 まるやま　ひろき 上鳥羽・下鳥羽・本村 丸山隆也
推 丸山　弥代 まるやま　やしろ 細萱・寺所 渡辺正幸
推 水谷　元彥 みずたに　もとひこ 飯田・下飯田・中曽根 中島完二

穂
高
地
域

農 田口　博之 たぐち　ひろゆき 古厩・宮城
農 井口　勝也 いぐち　かつや 狐島・青木花見・島新田
農 三枝　守和 みえだ　もりかず 塚原
農 平川　邦夫 ひらかわ　くにお 穂高 地域長
農 海川　信義 うみかわ　のぶよし 久保田
農 浅川　増行 あさかわ　ますゆき 等々力・等々力町・穂高町
農 佐原　悦司 さはら　えつじ 富田・豊里 会長代理
推 飯沼　　泉 いいぬま　いずみ 立足 田口博之
推 草間　正光 くさま　まさみつ 橋爪・耳塚 佐原悦司
推 曽根原　茂彰 そねはら　しげあき 新屋 田口博之
推 寺島　信夫 てらしま　しのぶ 牧 三枝守和
推 畠山　宜尚 はたけやま　よしなお 小岩岳・嵩下 佐原悦司

推 丸山　新悟 まるやま　しんご 柏原・柏矢町 三枝守和
海川信義

推 山田　　稔 やまだ　みのる 矢原・白金 浅川増行

三
郷
地
域

農 甕　　　信 もたい　まこと 上長尾 地域長
農 山田　太一 やまだ　たいち 一日市場・七日市場
農 中村　洋子 なかむら　ようこ -
農 川上　辰昇 かわかみ　たつあき 楡・住吉
農 降幡　修二 ふりはた　しゅうじ 南小倉
農 塚田　善久 つかだ　よしひさ 北小倉１ 副会長
推 帶刀　佳郎 おびなた　よしろう 室町 降幡修二
推 塚田　勝利 つかだ　かつとし 北小倉 2 塚田善久
推 中島　博幸 なかじま　ひろゆき 下長尾 川上辰昇
推 中田　邦彦 なかた　くにひこ 野沢 甕　信
推 藤岡　歖美夫 ふじおか　きみお 東小倉 塚田善久
推 三澤　晴男 みさわ　はるお 二木・及木 山田太一
推 宮澤　貞仁 みやざわ　さだひと 中萱 山田太一

堀
金
地
域

農 矢淵　一良 やぶち　かずよし 中堀 地域長
農 上條　弘勝 かみじょう　ひろかつ 田尻
農 藤原　光弘 ふじわら　みつひろ 岩原
推 青栁　　强 あおやぎ　つよし 下堀 矢淵一良
推 北林　幹男 きたばやし　みきお 上堀・倉田 藤原光弘
推 齋藤　岳雄 さいとう　たけお 扇町 矢淵一良
推 中谷　昭司 なかや　しょうじ 小田多井・田多井 上條弘勝

明
科
地
域

農 池上　洋助 いけがみ　ようすけ 宮中 地域長
農 岡山　きみ子 おかやま　きみこ -
農 請地　康仁 うけじ　やすひと 上押野
推 大堀　洋幸 おおほり　ひろゆき 大足・明科・町・光 池上洋助
推 藤原　秀二 ふじわら　しゅうじ 潮・潮沢・木戸・上生野 池上洋助
推 堀内　伸一 ほりうち　しんいち 塩川原・下押野 請地康仁
推 山﨑　　晃 やまざき　あきら 荻原・南陸郷 請地康仁
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７
月
20
日
の
臨
時
総
会
を
も
っ
て
、
第
７
期
農
業
委

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
新
体
制
が

発
足
い
た
し
ま
し
た
。

前
期
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
３
年

間
に
お
い
て
予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
に
遭
遇
さ
れ
、
農
政
の

根
幹
を
な
す
食
糧
需
給
の
変
化
へ
の
対
応
な
ど
誠
に
ご

苦
労
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
折
し
も
現
在
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選

挙
の
真
只
中
に
あ
り
ま
す
。
農
政
の
在
り
方
も
改
め
て

問
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
私
達
も
気
を
引
き
締
め
直

す
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
明
け
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

引
き
継
ぐ
課
題
を
間
断
な
く
遂
行
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

『
農
業
委
員
会
だ
よ
り
』
新
編
集
委
員
会
と
し
て
、

委
員
の
取
り
組
み
報
告
や
読
者
の
皆
様
の
様
々
な
ご
意

見
な
ど
も
極
力
掲
載
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
農
政
の
前
進

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

笠
原　

哲
雄

【
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

	

委
員
長　

笠
原　

哲
雄

	

　

委
員　

岡
山　

き
み
子

	

　

〃　
　

田
口　

博
之

	

　

〃　
　

山
田　

太
一

	

　

〃　
　

藤
原　

光
弘

	

　

〃　
　

中
村　

洋
子

	

　

〃　
　

丸
山　

隆
也

	

　

〃　
　

請
地　

康
仁

	

　
　
　
　
　
　
（
議
席
順
）

編

集

後

記

旬
しゅん

の一句・一首

秋
の
田
や

　
　
　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の

　
　
　
　

御
嶽
海

三
郷
温　

岡
里　

眞
砂
子

ノ
ー
ベ
ル
の

　
　

偉
業
見
上
ぐ
る

　
　
　
　

雲
の
峰豊

科　

古
幡　

き
く
子

腰
に
手
を

　
　

い
が
分
け
る
姿

　
　
　
　
　

母
思
う

穂
高
有
明　

田
口　

委
員

高
原
は

　

蕎
麦
刈
る
と
き
か
今
頃
は

　
　
　

早
く
も
枯
れ
葉

　
　
　
　
　

舞
ひ
降
り
て
来
て

堀
金
烏
川　

青
柳　

幸
秀

青
年
の

　
　

学
び
の
深
し

　
　
　

鵙も
ず
た
か高
音ね

明
科
東
川
手　

平
林　

千
代

信
州
の
宝
石
箱

穂
高
柏
原　

安
田　

洋
子 

さ
ん

〈
材
　
料
〉（
パ
ウ
ン
ド
型
１
本
分
）

・
り
ん
ご
…
５
０
０
ｇ　
　
　
・
レ
ー
ズ
ン
…
50
ｇ

・
さ
つ
ま
芋
…
１
０
０
ｇ　
　
・
バ
タ
ー
…
20
ｇ

・
砂
糖
…
50
ｇ　
　
　
　
　
　
・
水
…
１
０
０
㏄

・
レ
モ
ン
汁
…
小
さ
じ
１　

・
ブ
ラ
ン
デ
ー
…
大
さ
じ
１

・
カ
ス
テ
ラ
（
市
販
の
も
の
）
…
２
０
０
ｇ

【
つ
く
り
方
】

①
り
ん
ご
は
皮
付
き
の
ま
ま
８
等
分
に
切
り
、
さ
ら

に
そ
れ
を
横
３
～
４
等
分
に
切
る
。

②
さ
つ
ま
芋
は
よ
く
洗
っ
て
皮
付
き
の
ま
ま
り
ん
ご

と
同
じ
位
の
大
き
さ
に
切
っ
て
水
に
さ
ら
す
。

③
鍋
に
バ
タ
ー
を
入
れ
溶
か
し
①
②
、
砂
糖
、
水
、

レ
モ
ン
汁
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
（
お
好
み
で
）
を
加
え

て
水
分
が
少
し
残
る
程
度
ま
で
煮
る
。（
中
火
か

ら
弱
火
に
し
て
15
～

20
分
位
）

④
カ
ス
テ
ラ
を
り
ん
ご

と
同
じ
位
の
大
き
さ

に
切
っ
て
③
が
熱
い

う
ち
に
入
れ
て
混
ぜ

る
。

⑤
パ
ウ
ン
ド
型
に
ラ
ッ

プ
を
敷
き
④
を
き
っ

ち
り
詰
め
冷
蔵
庫
で

冷
や
し
て
固
め
る
。

焼
か
な
い
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

　
　
　
　
　
み
た
い
な
簡
単
ケ
ー
キ


